
 

 

平成２０年４月２日  

 

福島第一原子力発電所３号機における原子炉格納容器内の 

圧力低下事象の調査結果について 

 

＜概要＞ 

（事象の発生状況） 

・平成 20 年２月６日に原子炉格納容器内の圧力が低下傾向であることを

確認したことから、監視強化および漏えい箇所の調査を行うこととしま

した。 

（調査結果） 

・原子炉格納容器内の酸素濃度を測定する系統の弁の部品が破損しており

そこから漏えいしていました。 

（推定原因） 

・当該弁の部品が経年劣化により破損し、原子炉格納容器内の窒素ガスが

漏えいしたためと推定しました。当該弁は定期的に漏えい点検を行って

いなかったため、破損部分からの漏えいを発見できませんでした。 

（対策） 

・ 当該弁の破損した部品を新品に交換しました。部品の交換後、原子炉格

納容器内の圧力が安定したため、３月 17 日に監視強化を解除しました。

（今後の予定） 

・ 定期的に酸素濃度を測定する系統の漏えい点検を行い、健全性を確認し

ます。 

詳細は以下の通りです。 

 

１．事象の発生状況 

運転中の当所３号機（沸騰水型、定格出力 78 万４千キロワット）につき

ましては、原子炉起動後、平成 19 年 12 月 14 日より格納容器圧力を監視し

ながら、原子炉格納容器内への窒素ガスの補給を行い、格納容器圧力を維

持 ＊１ しておりましたが、平成 20 年１月 23 日に窒素ガスの補給を停止した

後、同圧力に緩やかな低下傾向があることを２月６日確認しました。 

このため、２月６日から関連パラメータの監視強化 ＊２ を行うとともに、

漏えい箇所特定のための調査を開始することとしました。 

なお、本事象は直ちにプラントの安全運転に影響を及ぼすものではあり

ません。また、外部への放射能の影響もありません。 

（ 平成 20 年２月６日お知らせ済み ・公表区分Ⅲ） 

 

２．調査結果 

原子炉格納容器につながる系統を調査した結果、以下のことがわかりま

した。 

http://www.tepco.co.jp/nu/f1-np/press_f1/2007/pdfdata/bi8206-j.pdf


 

 

・ 原子炉格納容器内の酸素濃度を分析する系統（以下、酸素濃度分析系）

において、酸素濃度分析計ラック内にある圧力調整弁からの漏えいが

確認されたこと。 

・ 当該弁を分解点検した結果、ダイアフラム ＊ ３ にき裂が確認されたこ

と。 

・ 当該弁近傍にある酸素濃度分析計ラック内の計器類の取り付け部か

らも漏えいが確認されたが、当該弁からの漏えいに比べ微量であった

こと。 

・ その他に漏えいの可能性が考えられる箇所について調査した結果、漏

えいは確認されなかったこと。 

 

３．推定原因 

当該弁は定期的な漏えい点検を行う対象機器ではなく、漏えい点検を行

っていなかったため、弁のダイアフラムに経年劣化によるき裂が生じたこ

とを発見できず、き裂部分から原子炉格納容器内の窒素ガスが漏えいし、

原子炉格納容器内の圧力が低下したものと推定しました。 

 

４．対策 

当該弁のダイアフラムを新品に交換するとともに、微量な漏えいが確認

された計器類の取り付け部については、増し締めまたはパッキンの交換を

実施し、漏えいのないことを確認しました。 

 

以上の対策を実施した結果、原子炉格納容器内の圧力が安定したことか

ら、平成 20 年３月 17 日に監視強化を解除しました。 

 

５．今後の予定 

今後は、酸素濃度分析系について、定期的に漏えい点検を行い、健全性

を確認することとします。 

 

以 上 

 

 

＊１ 窒素ガスの補給を行い、格納容器圧力を維持  

    窒素ガスの補給は、運転中の格納容器内の酸素濃度を下げるために行っており、

大気圧変動や機器の試運転等により格納容器圧力が低下した際には、通常操作の

一環として窒素ガスを封入し、格納容器圧力を維持している。 

 



 

 

＊２ 関連パラメータの監視強化  

   原子炉格納容器内の圧力、温度、原子炉建屋内外の圧力差および大気圧力等の

データを、通常１日に１回のところ、１時間に１回採取する。 

 

＊３ ダイアフラム  

 弁内にあるゴム製の薄い膜で、弁の出口側の気体圧力を一定にするために伸縮

する。ダイアフラムにき裂が生じると、弁内の気体はダイアフラムの伸縮の際の

空気の出入口を通して弁外に漏えいする。 
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